
チケット発売情報
アクロス福岡チケットセンター（10:00～18:00）

☎092-725-9112

交通アクセス

発売中

2015年2月13日（金） 12:00
アクロス・ランチタイムコンサートvol.42

中西圭三 with Friends
～大人のためのバレンタイン・コンサート～

福岡シンフォニーホール会
●出演／ヴァイオリン：原雅道（九州交響楽団）、貞国みどり（九州交響楽団）
　　　　ヴィオラ：長島拓生（OMURA室内合奏団）
　　　　チェロ：宮田浩久（九州交響楽団）
　　　　コントラバス：森田良平（森田良平ストリングス）
　　　　ピアノ：安部潤（音楽プロデューサー）
●曲目／Woman、眠れぬ想い、You and I　他

料

（Pコード 220-163）

￥1,000円（全席自由）

2015年1月4日（日） 15:00 九州交響楽団 ニューイヤーコンサート2015
～華麗なるウィンナ・ワルツの饗宴～

福岡シンフォニーホール会
●指揮とお話／現田茂夫　ソプラノ／鷲尾麻衣
●曲目／ J.シュトラウスⅡ世：ワルツ「美しく青きドナウ」　他

A:￥4,200　B:￥3,100　学生:￥1,100料

（Pコード 220-162）

2015年1月30日（金） 19:00 辻井伸行 with ヴァシリー・ペトレンコ＆
ロイヤル・リヴァプール・フィル

福岡シンフォニーホール会

●指揮／ヴァシリー・ペトレンコ　ピアノ／辻井伸行
●曲目／ショスタコーヴィチ：祝典序曲
　　　　ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第３番　他 （Pコード 233-003）

S:￥21,000　A:￥18,000　B:￥15,000　C:￥12,000　D:￥7,000料

2015年1月16日（金） 18:30 横山幸雄 ショパン・リスト・ベートーヴェン
３大作曲家を弾くピアノ・リサイタル

福岡シンフォニーホール会
●曲目／ショパン：幻想即興曲　リスト：ラ・カンパネラ　他

S:￥6,000　A:￥4,500料
（Pコード 236-950）

2015年2月23日（月） 19:00 東芝グランドコンサート2015 トゥガン・ソヒエフ指揮
トゥールーズ・キャピトル国立管弦楽団

福岡シンフォニーホール会

●指揮／トゥガン・ソヒエフ　ヴァイオリン／ルノー・カプソン
●曲目／ドビュッシー：牧神の午後への前奏曲
　　　　サン＝サーンス：ヴァイオリン協奏曲 第３番
　　　　ムソルグスキー（ラヴェル編曲）：組曲「展覧会の絵」　他 （Pコード 240-744）

GS:￥15,000　S:￥12,000　A:￥9,000　B:￥7,000　てれビー席:￥5,000料

2015年3月18日（水） 19:00 岩崎宏美＆九州交響楽団シンフォニックコンサート
福岡シンフォニーホール会

●指揮／鈴木織衛　●曲目／ロマンス、聖母たちのララバイ　他
S:￥8,500　A:￥8,000　 B:￥7,500料

（Pコード 241-931）

2015年3月15日（日） 15:00 東京都交響楽団
創立50周年記念 福岡特別公演

福岡シンフォニーホール会
●指揮／エリアフ・インバル
●曲目／ワーグナー：楽劇『トリスタンとイゾルデ』より「前奏曲と愛の死」
　　　　ブルックナー：交響曲 第４番 「ロマンティック」

料

（Pコード 220-164）

S:￥6,000　A:￥4,500　 B:￥3,000　（学生各席半額）

2015年3月24日（火） 18:30 錦織健プロデュース・オペラVol.6
モーツァルト「後宮からの逃走」

福岡シンフォニーホール会
●出演／佐藤美枝子、錦織健　他
●演目／モーツァルト：歌劇「後宮からの逃走」  ＊全３幕、原語上演・台詞日本語、日本語字幕付

料 S:￥12,000　A:￥10,000　B:￥8,000（学生:￥4,000）
（Pコード 244-056）

2015年1月7日（水） 19:00 ウィーン・ヨハン・シュトラウス管弦楽団
ニューイヤー・コンサート

福岡シンフォニーホール会
●指揮＆ヴァイオリン／ヨハネス・ヴィルトナー
●曲目／ J.シュトラウスⅡ世：喜歌劇「こうもり」序曲、ウィーン気質　他

料

（Pコード 239-652）

S:￥8,500　A:￥7,500　B:￥6,000　C:￥5,000

12月15日（月）発売

2015年3月21日（土・祝） 15:00 ウエスト味なコンサート 
九響親と子のためのコンサート～青島広志さんと音楽を楽しもう～

福岡シンフォニーホール会

●指揮とお話／青島広志　テノール／小野つとむ
●曲目／ロッシーニ：歌劇「ウィリアム・テル」序曲より“スイス軍の行進”
　　　　ロペス：ディズニー映画 「アナと雪の女王」メドレー　他 （Pコード 247-273）

大人:￥3,000　子供:￥1,500（4歳～高校生）　バルコニー席（大人のみ）:￥2,500料

2015年3月1日（日） 15:00 森麻季ドラマチックコンサート
白銀のソプラノ 荻野綾子の追憶に

福岡シンフォニーホール会
●曲目／作詞・北原白秋/作曲・山田耕筰：からたちの花　他

料 S:￥5,000（当日￥5,500）　A:￥4,000（当日￥4,500）　学生席:￥2,000（当日同額）

①チケット会員先行予約
②お得な割引購入
   ・1公演２枚まで10％OFF
  　   例：GS席15,000円→13,500円など

③毎月アクロス情報誌と
　最新情報をいち早くお届け！

会員募集‼
　 年1回、会員様限定特別
公演にご招待！

　 歌がお好きな方集合！
「歌声アクロス」
　 クラシック、オペラセ
ミナー開催

　 年2回、主催公演を特別
感謝価格でご提供

　 九州交響楽団定期演奏
会リハーサル見学

お申し込み・お問い合わせ

アクロス福岡チケットセンター　1092-725-9112
＊ホームページでもお申し込みいただけます。

会 員 特 典

＊①②はアクロス福岡主催・共催公演対象

©三浦興一©三浦興一
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1
開館20周年特別企画

「アクロスアーカイブ2009」
「来演者インタビュー～岩村力」

大作曲家の横顔
「ドヴォルザーク」♯02

目指せ！世界遺産
「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域＜5＞（三池炭鉱・三池港②）」

特

集

アクロス・ランチタイムコンサートVol.42
中西圭三 with Friends
～大人のためのバレンタイン・コンサート～



アクロス・ランチタイムコンサート vol.42

～大人のためのバレンタイン・コンサート～
中西圭三 with Friends

耳より情報 お正月

　皆さま、お正月はどのように過ごされていますか。自分自身

のこの10年を振り返ってみると、実は留学や海外での仕事

の関係から、2回しか日本で年越しをしておらず、2014年に

久しぶりに日本でゆっくりとお正月を堪能しました。こたつに

入りながら、ミカンを食べ、うとうと昼寝をして、食べては寝て。

一方でダラダラした気持ちを振り払い、肌寒い気候の中、初

詣に行き気持ちを新たにする瞬間が大好きです。海外で過

ごしたお正月には、年明けとともに花火が打ち上げられ、大

変盛り上がるのですが、大抵の場合2日から通常の仕事が

始まるので、お正月の雰囲気が長くは続きません。

　厳かな雰囲気に加え、三が日、もしくはそれ以上お正月気

分が続く日本の新年は何とも言えぬ心地よさがあります。海

外でも、日本のお正月気分を再現しようと、おせち料理を作っ

たり、凧上げをして気分を盛り上げてみたこともありましたが、

なんとなく違和感が・・・。やはり、その土地や風土にあった過

ごし方というのがあるのだと痛感したものです。

　福岡は私にとって特別な場所であります。新国立オペラ

研修所を修了し初めて受けたコンクールが福岡県で行われ

る飯塚新人音楽コンクールでした。有難いことに1位をいた

だき、それをきっかけに今までまったく自信のなかった自分と

決別することができたのです。このコンクールがなければ今

の自分はなかったと思っています。

　今回思い入れのある地でニューイヤーコンサートに出演さ

せていただくことを、とても嬉しく思っています。コンサートとい

うのはお客さまと演奏者、会場にいる皆が一緒の時間、音

楽、空間を共有できる素晴らしいものだと思います。皆さまと

一緒に新年の第一歩を踏み出し、これから来る新たな一年

へ弾みをつける特別な時間を創ることができれば幸いです。

東京芸術大学卒業。新国立劇場オペラ研修所
修了。文化庁派遣芸術家研修員としてニュー
ヨークへ留学。セントアンドリュース国際コ
ンクール優勝（カナダ）、第7回東京音楽コン
クール第2位等国内外での入賞多数。ニュー
ヨークハンターカレッジ「安寿と厨子王」で
主演しニューヨークタイムズ紙に絶賛された
他、カーネギーホールのオーケストラコン
サートソリストに抜擢される。最近では新国
立劇場本公演『ドンジョバンニ』、『こうもり』
で抜擢されるなど活躍著しい注目のソプラノ。11年～ 13年ロームミュー
ジックファンデーションの特別研究生としてロンドンにて研鑽を積む。二期
会会員。

【1月4日　九州交響楽団ニューイヤーコンサート2015】

P R O F I L E

鷲尾麻衣（ソプラノ）
Washio　Mai

　
「
平
日
の
昼
間
に
気
軽
に
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し
て
開
催
さ
れ

る
「
ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」。
２
月
は
バ
レ
ン
タ
イ

ン
直
前
と
い
う
こ
と
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

九
響
・
日
フ
ィ
ル
・
新
日
フ
ィ
ル
や
関
西
の
各
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
始

め
と
し
た
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
演
奏
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍

中
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
・
森
田
良
平
さ
ん
と
、
九
州
出
身
／
在
住
の

弦
楽
器
奏
者
た
ち
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
て
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
目
見
え
。
そ
し
て
、
森
田
さ
ん
の
、
地
元
鹿
児
島
・

九
州
は
も
と
よ
り
日
本
各
地
で
こ
ま
や
か
な
活
動
を
行
う
姿
勢
に
共
鳴

し
た
の
が
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
中
西
圭
三
さ
ん
な
ん
で
す
。

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
や
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
で
お
な
じ
み
の
「
Ｃ
ｈ
ｏ
ｏ　

Ｃ
ｈ
ｏ
ｏ　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」
や
、Ｃ
Ｍ
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
Ｗ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
」「
Ｙ
ｏ
ｕ

　

Ａ
ｎ
ｄ　

Ｉ
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
中
西
さ
ん
で
す
が
、か
つ
て
ピ
ー
ボ
・

ブ
ラ
イ
ソ
ン
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ア
ギ
レ
ラ
な
ど
の
海
外
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
楽
曲
を
リ
リ
ー
ス
、
最
近
で
は
子
供
た
ち
の
た
め
の
楽
曲
へ
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ
ス
、

ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン

参
加
、
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
邦
楽
な
ど
他
ジ
ャ
ン
ル
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
の
共
演
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
な
ど
、
さ
ら
に
精

力
的
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
リ
ズ
ム
感
と
の
び
や
か
な
声
・
圧
倒
的
な
声

量
を
駆
使
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏
者
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ホ
ー
ル
で
共

演
し
て
も
自
ら
の
世
界
を
表
現
で
き
る
稀
有
な
存
在
な
だ
け
に
、「
ポ
ッ

プ
ス
の
名
曲
を
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ア
レ
ン
ジ
で
歌
い
ま
す
よ
」
と
い
う
レ

ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

　

早
く
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
以
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
も
共
演
、
平
原
綾

香
、
さ
だ
ま
さ
し
、
ラ
ル
ク
・
ア
ン
・
シ
エ
ル
、
ゆ
ず
、
そ
し
て
中
西

さ
ん
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
音
楽
を
彩
っ
て
き
た

森
田
さ
ん
と
地
元
の
弦
楽
奏
者
た
ち
に
加
え
、
今
回
は
福
岡
出
身
で
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
、
女
子
十
二
楽
坊
ま
で
マ
ル
チ
な
ア
レ
ン

ジ
ャ
ー
／
キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の
安
部
潤
さ
ん
が
ピ
ア

ノ
で
参
加
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
相
乗
効
果
が
さ
ら
に
楽
し
み
に
な
っ

て
く
る
と
こ
ろ
。

　

中
西
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
ま
で
、
親
し
み
や

す
く
幅
広
い
選
曲
で
、
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

く
れ
そ
う
な
今
回
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
万
人
に
お
す
す

め
で
き
る
素
敵
な
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。

サイドストーリー

ポップス／ロックとストリン
グス、先駆者は…

　「ポップス／ロックとストリング

ス（弦楽器）」と言えば、ザ・ビート

ルズ。例えば、「イエスタデイ」は、

ギター・ボーカル以外は全て弦楽

器からなる曲ですし、「エリナー・

リグビー」に至っては、ボーカル以

外のビートルズの演奏が一切入っ

ていません。これはもちろんビート

ルズが好奇心旺盛で、常に様々な

ジャンルの音楽を取り入れようと

したということもありますが、プロ

デューサーのジョージ・マーティ

ンがたまたまクラシックの教育を

受けた、ストリングス・アレンジの

できる人だったことも大きかった

ようです。

　同じようにストリングスが多用

された名曲に「ザ・ロング・アンド・

ワインディング・ロード」がありま

すが、この曲は未完成だったポー

ルの曲を、ジョンが独断で別のプ

ロデューサーに委ね、ゴージャス

な弦楽を無断で重ねて完成させ

た曲。これがビートルズ解散の一

因になったらしく…。いろんな意

味で、ビートルズがポップスやロッ

クにおけるストリングスの存在を

大きなものにした先駆者であるこ

とは間違いないのです。

椎葉　ユウ（しいば　ゆう）
福岡きっての音楽愛好家として広く知られ、
TSUTAYA天神駅前福岡ビル店の音楽アド
バイザー、ラジオパーソナリティも務める。
現在はKBC「ほねぶと」、「Morning Wave」、
エフエム福岡「うわさの『　』」にレギュラー
出演中。

V
ale

nti
ne

 C
on

cer
t 

日　　時　2015年2月13日［金］12:00開演
会　　場　福岡シンフォニーホール
料　　金　1,000円（全席自由）
出　　演　ヴァイオリン：原雅道（九州交響楽団）
　　　　　　　　　　　  貞国みどり（九州交響楽団）
　　　　　ヴィオラ：長島拓生（OMURA室内合奏団）　　
　　　　　チェロ：宮田浩久（九州交響楽団）
　　　　　コントラバス：森田良平（森田良平ストリングス）
　　　　　ピアノ：安部潤（音楽プロデューサー）　　
曲　　目　Woman（作詞：売野雅勇／作曲：中西圭三／編曲：小西貴雄）
　　　　　アヴェ・マリア（G.カッチーニ）　他
特別協賛　チョコレートショップ

CNakanishi Keizo

V Morita Ryohei

ク

ｏｏ
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ボ
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中西圭三 with Friends
～大人のためのバレンタイン・コンサート～

アクロス・ランチタイムコンサートvol.42
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ア
ク
ロ
ス
福
岡
は
こ
の
年
15
周

年
を
迎
え
、
特
別
企
画
と
し
て
一

流
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
多
数
登
場
し
ま
し
た
。

　

平
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
ぜ
い
た
く
に
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
思
い
を

込
め
た
「
ア
ク
ロ
ス
・
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト
」が
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ

ト
ワ
が
「
こ
れ
ぞ
理
想
！
」
と
こ

だ
わ
り
ぬ
い
た
、
語
ら
れ
、
演
じ

ら
れ
、
踊
ら
れ
る
物
語
「
デ
ュ
ト
ワ

の
兵
士
の
物
語
」（
5
月
7
日
）

を
開
催
。
３
人
の
登
場
人
物
と
、

わ
ず
か
７
人
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

創
り
だ
す
デ
ュ
ト
ワ
理
想
の
舞
台

は
、
ま
さ
に〝
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と

き
〞と
な
り
ま
し
た
。

　

今
や
ア
ク
ロ
ス
の
「
夏
休
み
子

ど
も
企
画
」の
人
気
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
「
ア
ク
ロ
ス
・
ち
び
っ

こ
コ
ン
サ
ー
ト 

こ
ど
も
の
た
め
の

オ
ペ
ラ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
回
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
不

朽
の
名
作
「
泣
い
た
赤
鬼
」。
ス

テ
ー
ジ
前
に
設
け
ら
れ
た
桟
敷

席
か
ら
、「
赤
お
に
さ
ー
ん
」
と

大
き
な
声
で
歌
い
、
呼
び
か
け
る

　

音
楽
以
外
に
も
、「
着
て
！
見

て
！
ア
ジ
ア
の
布
の„
今
“魅
力
体

感
展
」（
9
月
19
日
〜
9
月
25
日
）

や「
明
日
へ
繋
ぐ 

未
来
の
匠
た
ち

展
」（
3
月
11
日
〜
3
月
14
日
）

な
ど
、
伝
統
工
芸
や
ア
ジ
ア
文
化

に
関
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

2
0
0
9
年
か
ら
、
学
生
に
当

日
の
残
席
を
半
額
で
提
供
す
る

当
日
学
生
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
ス

タ
ー
ト
。
対
象
公
演
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い（
要
学
生

証
）。

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
ハ
イ
ド
ン
没
後
2
0
0
年
だ
っ

た
こ
の
年
、「
ハ
イ
ド
ン
・
イ
ヤ
ー

シ
リ
ー
ズ
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ

カ
ラ
ー
が
異
な
る
３
つ
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。「
ア
ク

ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

vol.18 ―

こ
ん
に
ち
は
！
パ
パ
・

ハ
イ
ド
ン
」（
7
月
29
日
）
で
は
、

役
者
、
山
下
晶
氏
が
ハ
イ
ド
ン
に

扮
し
、ハ
イ
ド
ン
の
人
生
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
と
っ
て
お
き
の
名

曲
を
紹
介
。
ま
た
、「
ダ
ネ
ル
弦

楽
四
重
奏
団
」（
9
月
3
日
）
で

は
、
近
代
作
品
を
得
意
と
す
る
ダ

ネ
ル
弦
楽
四
重
奏
団
に
よ
る
、
最

先
端
の
ハ
イ
ド
ン
弦
楽
四
重
奏
曲

「
皇
帝
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
ハ
イ
ド
ン
・
イ
ヤ
ー

の
主
役
と
も
い
え
る
「
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・ハ
ン
ガ
リ
ー
・ハ
イ
ド
ン
・

フィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」（
12
月
6
日
）

が
登
場
。
名
匠
ア
ダ
ム
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
と
、
真
の
ス
タ
イ
ル
を
極
め

る
ハ
イ
ド
ン
奏
者
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
た
ち
に
よ
る
名
演
に
よ
り
、
ア

ク
ロ
ス
の
ハ
イ
ド
ン
・
イ
ヤ
ー
は
華

や
か
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

©椎原一久©椎原一久©椎原一久

©椎原一久©椎原一久©椎原一久

©椎原一久©椎原一久©椎原一久

©椎原一久©椎原一久©椎原一久

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
（9月22日／ R.シュトラウス：交響詩「英
雄の生涯」ほか）

©椎原一久©椎原一久©椎原一久

筑紫讃歌＆筑後川
（10月12日／團伊玖磨：合唱組曲「筑紫
讃歌」ほか）

©椎原一久©椎原一久©椎原一久

バイエルン放送交響楽団
（11月9日／ベートーヴェン：ヴァイオリン
協奏曲 ほか）

©椎原一久©椎原一久©椎原一久

内田光子ピアノ・リサイタル
（11月19日／モーツァルト：ピアノ・
ソナタ第8番 ほか）

舞
台
芸
術

マ
リ
ア
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ピ
リ
ス　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル　

チェロ
／
パ
ヴェル
・ゴ
ム
ツィ
アコ
フ

ア
ク
ロ
ス
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
１
「
デ
ュ
ト
ワ
の
兵
士
の
物
語
」　

指
揮
／
シ
ャ
ルル
・
デュ
ト
ワ

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ツ
ィ
メ
ル
マ
ン　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

ジ
ャ
ン
・
ワ
ン　

チ
ェ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル　
ピ
アノ
／
鈴
木
深
喜

ア
ク
ロ
ス
福
岡
フ
ロ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
 vol.　
250

〜
250
回
記
念
特
別
コ
ン
サ
ー
ト
〜 

出
演
／
景
山
誠
治
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）　
ほ
か

ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス 

サ
ミ
ッ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
９　

出
演
／
ベル
リ
ン
・フィ
ルハ
ー
モニッ
ク
・ス
ト
ラ
ディ
ヴ
ァ
リ
・ソ
ロ
イ
ス
ツ

オ
ペ
ラ
実
験
工
房 
in 
ア
ク
ロ
ス
福
岡　
「
ト
ス
カ
」

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
17
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
風
に
吹
か
れ
て
」

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 
vol.
18
「
こ
ん
に
ち
は
！
パ
パ
・
ハ
イ
ド
ン
」

ア
ク
ロ
ス
・
ち
び
っ
こ
コ
ン
サ
ー
ト　

こ
ど
も
の
た
め
の
オ
ペ
ラ
「
泣
い
た
赤
鬼
」

２
０
０
９
青
少
年
の
た
め
の
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト

　

〜
子
ど
も
の
た
め
の
指
定
席
（
I
）〜
一
日
限
り
の
特
別
交
響
曲
!?

　

〈
熊
に
び
っ
く
り
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
校
長
先
生
〉

指
揮
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
／
末
廣
誠　

管
弦
楽
／
九
州
交
響
楽
団

ア
ク
ロ
ス
弦
楽
合
奏
団　

第
3
回
定
期
演
奏
会

ダ
ネ
ル
弦
楽
四
重
奏
団

ア
ク
ロ
ス
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
２
「
地
球
は
マ
ル
イ
ぜ
〜
武
満
徹
と
オ
ペ
ラ
の
世
界
」

メ
ゾ
・ソ
プ
ラノ
／
林
美
智
子　
テノ
ー
ル
／
望
月
哲
也　
ほ
か

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団　

指
揮
／
ズ
ー
ビ
ン
・メ
ー
タ　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
フォル
クハル
ト
・
シュ
ト
イ
デ

九
響
＆
ア
ジ
ア
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
２
０
０
９ 

〜
ア
ジ
ア
フ
レ
ン
ド
リ
ー
秋
の
饗
宴
〜

指
揮
／
広
上
淳
一　
ピ
アノ
／
イ
ム
・
ド
ン
ヒ
ョ
ク

ア
ク
ロ
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ふ
ぇ
す
た

筑
紫
讃
歌
＆
筑
後
川
〜
團
伊
玖
麿　

歌
い
継
ぐ
筑
紫
の
こ
こ
ろ　

指
揮
／
現
田
茂
夫　
ソ
プ
ラノ
／
佐
藤
し
の
ぶ　
バ
リ
ト
ン
／
青
戸
知

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

2009

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

2010

ア
クロス
福
岡
ど
ん
た
く
演
舞
台
／
福
岡
の
お
茶
ま
つ
り
／
八
女
の
伝
統
工
芸
品
展
「
飛
躍
す
る
八

女
の
伝
統
工
芸
と
匠
た
ち
の
技
」
／
第
13
回
女
性
伝
統
工
芸
士
展
〜
水
無
月 

未
来
（
あ
し
た
）

へつ
な
ぐ―

若
手
工
芸
作
家
を
迎
え
て
／
伝
統
芸
能
フェス
ティ
バル
〜
天
文
考
古
学
と
岩
戸
神
楽
〜

／
夏
休
み
子
ど
も
企
画
「
宇
宙
（
ほ
し
）
を
み
あ
げ
る 

君
も
ガ
リ
レ
オ
」
／
着
て
！
見
て
！
ア
ジ

ア
の
布
の„
今
“魅
力
体
感
展
／
ア
ク
ロ
ス
福
岡
・
お
正
月
企
画 

楽
し
く
遊
ぼ
う
「
か
る
た
祭
り
」

／
明
日
へ
繋
ぐ
「
未
来
の
匠
た
ち
展
」

（
通
年
事
業
）
ア
クロス
福
岡
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
受
講
生
発
表
会
／
フロ
アコン
サ
ー
ト
／
ク
ラ

シッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
／
ミュ
ー
ジッ
ク
☆
ファ
ク
ト
リ
ー
／
ア
クロス・
文
化
交
流
展
／
ア
クロス・
文
化
カ
レッ

ジ
／
ア
クロス・文
化
で
あ
い
塾
／
匠
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展
／
ホ
ワ
イ
エ
作
品
展
／
ア
クロス・レ
イ
ン
ボ
ー

コン
サ
ー
ト
／
ミュ
ー
ジ
アム
・
コン
サ
ー
ト

そ
の
他
イ
ベン
ト

バ
イ
エ
ル
ン
放
送
交
響
楽
団　

指
揮
／
マ
リ
ス
・
ヤ
ン
ソ
ン
ス　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
五
嶋
み
ど
り

内
田
光
子　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
歌
劇
場
管
弦
楽
団
＆
九
州
交
響
楽
団　

指
揮
／
ワレ
リ
ー
・
ゲ
ル
ギ
エ
フ　
ピ
アノ
／
ユン
ディ
・
リ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー　

指
揮
／
ア
ダム
・フィッ
シ
ャ
ー　
ト
ラ
ン
ペッ
ト
／
ハン
ス
・
ガ
ン
シュ

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
19
「
J
A
Z
Z
×
T
A
P
で
贈
る『
く
る
み
割
り
人
形
』」

バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

第
２
回
九
州
・
山
口
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
タ　

指
揮
／
武
藤
英
明

九
州
交
響
楽
団
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

〜
華
麗
な
る
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
の
饗
宴
〜　

指
揮
／
現
田
茂
夫　
ソ
プ
ラノ
／
佐
藤
し
の
ぶ　
ほ
か

２
０
０
９
青
少
年
の
た
め
の
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト

　

〜
子
ど
も
の
た
め
の
指
定
席
（
Ⅳ
）〜
森
へ
よ
う
こ
そ
！
ト
ト
ロ
の
世
界　

指
揮
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
／
岩
村
力　

管
弦
楽
／
九
州
交
響
楽
団

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
20

　
「
釜
山
レ
デ
ィ
ー
ス
・
フ
ィ
ル
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〜
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
韓
国
ド
ラ
マ
ま
で
」

ア
ク
ロ
ス
円
形
工
房 

vol.
17 Le Carnaval des Anim

aux 

〜
動
物
の
謝
肉
祭
〜

２
０
０
９
青
少
年
の
た
め
の
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト

　

〜
子
ど
も
の
た
め
の
指
定
席
（
Ⅴ
）〜「
僕
ら
の
メ
ロ
デ
ィ　

世
界
の
メ
ロ
デ
ィ
」

指
揮
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
／
本
名
徹
次　

管
弦
楽
／
九
州
交
響
楽
団

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団　

指
揮
／
ク
リ
ス
ティ
アン
・
ティ
ー
レマン

05 042015.January 2015.January
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来演者インタビュー 08
ピックアップイベントピックアップイベント今月今月

の

曲目・演目

アイコンの説明：

会場

日時

料金

出演・講師各種コンサートやイベント、クラシックセミナー、オペラセミナー
などに関するお問い合わせはコチラ

アクロス福岡チケットセンター ☎ 092-725-9112
交流ギャラリー、文化学び塾、文化誌講座などに関するお問い
合わせはコチラ

文化観光情報ひろば ☎ 092-725-9100

Iwamura Chikara

指揮者

岩村 力

― 

こ
れ
ま
で
の
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト

を
振
り
返
っ
て
み
て
い
か
が
で
す

か
？

　

毎
回
テ
ー
マ
が
あ
る
程
度

決
ま
っ
て
い
る
場
合
が

多
か
っ
た
の
で
、
そ
れ

に
そ
っ
た
も
の
を
考
え

る
の
は
結
構
大
変
で
し

た
。
作
曲
家
の
時
代
を

あ
ま
り
限
定
せ
ず
、
古
典
だ
け
で
な

く
現
代
の
も
の
も
入
れ
た
い
と
い
う

考
え
が
常
に
あ
り
ま
し
た
。
子
供
だ

か
ら
と
い
っ
て
理
解
し
や
す
い
こ
と

だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
ま
っ
た

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
難
解
と
い
わ

れ
て
い
る
現
代
音
楽
な
ど
は
、
子
供

た
ち
に
は
ど
う
か
な
？
と
懸
念
す
る

声
も
あ
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
は
現

代
の
も
の
に
対
し
て
聴
く
耳
、
感
受

性
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て

そ
の
子
た
ち
が
、
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
と
き
に
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
い
い
け

れ
ど
も
、
あ
ま
り
ジ
ャ
ン
ル
を
限
定

し
な
い
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
興

味
を
も
つ
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
ね
。

　

思
い
出
と
い
え
ば
、
2
0
1
0
年

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
子

供
た
ち
と
一
緒
に
、
サ

ン
バ
の
リ
ズ
ム
で
ボ

デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
た
の
は
、

結
構
面
白
か
っ
た
で

す
ね
。
あ
と
、
く
る
み

割
り
人
形
な
ど
の
ス

ト
ー
リ
ー
性
が
あ
る

も
の
も
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

― 

尊
敬
す
る
指
揮
者
は
？

　

も
う
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
バ
ド
氏
。

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
に
こ
れ
か
ら
デ

ビ
ュ
ー
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
歌
手

を
、
丁
寧
に
根
気
強
く
レ
ッ
ス
ン
し

て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
育
て
、
し
っ
か

り
と
演
奏
を
す
る
と
い
う
そ
の
姿
勢
、

ポ
リ
シ
ー
に
当
時
感
動
し
ま
し
た
。

― 

20
歳
の
こ
ろ
は
何
を
し
て
い
ま
し

た
か
？

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
す
ば
ら
し
い
音
楽
、
す
ば
ら
し

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
、
ま
だ
直
接

出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
ま

だ
音
大
に
も
入
っ
て
い
な
く
て
、
理

工
学
部
の
２
年
生
で
し
た
。
た
だ
、
10

歳
の
こ
ろ
に
は
指
揮
者
に
な
る
と
決

め
て
い
た
の
で
、
20
歳
の
と
き
も
そ

の
道
を
ず
っ
と
歩
ん
で
い
る
と
い
う

自
覚
は
あ
り
ま
し
た
。

― 

最
後
に
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
ア

ク
ロ
ス
福
岡
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
、

特
に
青
少
年
の
み
な
さ
ん
に
向
け
た

活
動
に
つ
い
て
は
拍
手
を
贈
り
た
い

で
す
。
地
域
性
か
ら
も
、
ア
ク
ロ
ス
福

岡
は
ア
ジ
ア
の
音
楽
文
化
の
未
来
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
活
動
を
今

ま
で
以
上
に
率
先
し
て
、
切
り
拓
い

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
こ

う
い
っ
た
活
動
の
成
果
は
す
ぐ
で
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
目

で
み
て
そ
う
い
っ
た
活
動
を
続
け
て

欲
し
い
で
す
ね
。

2004年にアクロスに新シリーズとして
登場した「青少年のための一万人コン
サート」（2013年度で終了）。次々と登
場する曲をわかりやすく、楽しいお話し
でレクチャーしていただいた最多出演指
揮者、岩村力さんに、同シリーズの思い
出やアクロス福岡へのメッセー
ジを伺いました。

見て、遊んで、学べる！新春「かるた」展
お正月の遊び「かるた」が楽しめる体験型の企画展。「かるた」は
福岡県の三池地方（現在の大牟田市）で作られ始め、全国に広まっ
たとされています。期間中は、初心者向けのかるた遊びから小学校
で盛んな五色百人一首大会、競技かるた教室まで、子どもから大人
まで楽しめるさまざまな催しを毎日開催。今ブームの「かるた」が
遊びながら学べます。

第8回 楽しく遊ぼう！かるた祭り
アクロス・お正月企画

芸術家・成田亨（1929－2002）の生涯を知る人は少ないかもしれませんが、その作品は誰もが知っ
ています。ウルトラマン、バルタン星人など初期ウルトラシリーズ（ウルトラＱ、ウルトラマン、
ウルトラセブン）に登場するヒーローや怪獣群は、全て成田亨のデザインによるものです。芸術
家としての意識を強く持っていた成田の怪獣デザインには、彼の造形センスや美意識の反映が見
られます。今回の講座では、特異な才能に恵まれながら、芸術家としての評価を受けることの少
なかった成田の生涯に迫ります。

1/9   ～12金 月・祝

日1/4 九州交響楽団 ニューイヤーコンサート2015
～華麗なるウィンナ・ワルツの饗宴～

九響のニューイヤーコンサートで心弾む新年を！
恒例となった九州交響楽団のニューイヤーコンサート。2015年は、指揮者に現田茂夫、ソ
リストに鷲尾麻衣を迎え、生誕190年となるヨハン・シュトラウスⅡ世にちなんだプログラム
をお届けします。父であるヨハン・シュトラウスⅠ世の後を継ぎ、ワルツ王と呼ばれるまでに
なったヨハン・シュトラウスⅡ世の作品の中でも最も愛されている「美しく青きドナウ」や喜
歌劇「こうもり」などの名曲を聴きながら、華やかで心弾む新年を一緒にお祝いしましょう！

福岡シンフォニーホール 15:00開演　
A席:¥4,200　B席:¥3,100　学生席:¥1,100
ソプラノ／鷲尾麻衣　指揮とお話／現田茂夫
合唱／九響合唱団　合唱指揮／横田諭
J.シュトラウスⅡ世:喜歌劇「こうもり」より“公爵様、貴方の様なお方は”

ワルツ「春の声」　ほか

1/24 土 来
演
履
歴（
ア
ク
ロ
ス
福
岡
主
催
公
演
）

青
少
年
の
た
め
の一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト

﹇
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
﹈
九
州
交
響
楽
団

◆ 

2
0
0
5
年
8
月
7
日

◆ 

2
0
0
7
年
11
月
23
日

◆ 

2
0
0
9
年
3
月
22
日

◆ 

2
0
1
0
年
1
月
31
日
、
10
月
31
日

◆ 

2
0
1
1
年
11
月
3
日
、
11
月
11
日

◆ 

2
0
1
3
年
11
月
1
日

交流ギャラリー、セミナー室1（10日（土）14:30～17:00のみ）

入場無料（参加型イベントは事前申込が必要です。詳細は、P15または
アクロス福岡ホームページをご覧ください）

セミナー室２
14:00～15:30　

講師／山口洋三（福岡市美術館　主任学芸主事） 成田亨　ウルトラマンイラスト
1966年／青森県立美術館蔵

成田亨　美術／特撮／怪獣
2015年１月６日（火）～
2015年２月11日（水･祝）まで
福岡市美術館にて開催

◆展覧会￥500（要事前申込・先着70名）

現代でも色褪せない魅力を放つ怪獣デザインとは!?
あ

アクロス・文化学び塾

ウルトラ怪獣はアートか？～芸術家 成田亨の生涯
とおる

音楽 Music

文化 Culture

ⓒNaoyasu Uema

10:00～18:00　

ⓒ三浦興一

文化 Culture
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世界遺産世界遺産世界遺産
World HeritageWorld HeritageWorld Heritage

目指せ

◇ 明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域＜5＞（三池炭鉱・三池港②）◇ 明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域＜5＞（三池炭鉱・三池港②）

検索九州・山口、アジア地域の芸術文化や観光に関する情報を提供しています。
●祭・イベント情報などの観光情報　●文化活動・講座・募集情報
●コンサート・美術展・演劇などの文化情報　ほか

文化観光情報ひろば
アクロス福岡2F

10:00～18:00
TEL:092-725-9100

ボランティア通訳ガイド
福岡ＳＧＧクラブ

外国人旅行者の皆さま、旅のお手伝いいたします！
Provide you free sightseeing information!

フリーライター。著書に『クラシック・ゴシップ！』
（ヤマハミュージックメディア刊）などがある。 
書籍執筆には、『モーツァルトの「正しい」聴き
方』吉成順監修（続刊にベートーヴェン、バッ
ハ、ショパン） 、『樋口一葉と十三人の男たち』
木谷喜美枝監修、（いずれも青春出版社刊）
ほか多数ある。

http://d.hatena.ne.jp/ueharaakie2011/

上原章江（うえはらあきえ） 

●次号予告　チャイコフスキー ＃01

#02
チェコ国民楽派最大の作曲家。プラハのオルガン学校を卒業。後
に、プラハ国民劇場のヴィオラ奏者になり、スメタナの影響を受け
る。その後ブラームスに認められ、その影響も受ける。「スラブ舞曲
集」の成功で広く評価されるようになり、1891年にはプラハ音楽
院教授に就任した。

　大作曲家の横顔
Antonín Dvo ák
ドヴォルザーク
（1841－1904・チェコ）

　
チ
ェ
コ
を
代
表
す
る
大
作
曲
家
・

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が〝
鉄
道
オ
タ
ク
〞

だ
っ
た
こ
と
は
、ク
ラ
シ
ッ
ク
界
で
は

有
名
な
話
だ
。ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が
生

ま
れ
て
か
ら
約
４
年
後
の
１
８
４
５

年
、ウ
ィ
ー
ン
と
ド
レ
ス
デ
ン
を
結
ぶ

鉄
道
が
開
通
し
て
い
る
が
、こ
の
路
線

が
彼
の
生
ま
れ
故
郷
の
ネ
ラ
ホ
ゼ

ヴ
ェ
ス
を
通
っ
て
い
た
こ
と
が
、彼
が
鉄

道
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ

う
だ
。

　

そ
ん
な
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が
自
宅
で

仕
事
中
、う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た

り
、イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る
と
、ア
ン
ナ

夫
人
は
夫
に
散
歩
を
勧
め
た
と
い
う
。

す
る
と
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
は
近
く
の
プ

ラ
ハ
駅
ま
で
出
か
け
て
い
き
、し
ば
ら

く
の
間
汽
車
を
眺
め
、と
き
に
機
関

士
た
ち
と
鉄
道
談
義
を
楽
し
ん
だ
あ

と
、上
機
嫌
で
帰
宅
し
て
仕
事
に
戻
っ

た
そ
う
だ
。

　

そ
ん
な
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の〝
鉄
道

オ
タ
ク
〞伝
説
は
数
々
あ
る
が
、中
で

も
有
名
な
の
は
、自
分
の
弟
子
で
娘

の
恋
人
で
も
あ
っ
た
ヨ
セ
フ
・
ス
ー
ク

（
チ
ェコ
の
作
曲
家
、後
に
プ
ラ
ハ
音
楽

院
の
院
長
も
務
め
た
）が
か
ら
ん
だ
エ

ピ
ソ
ー
ド
だ
ろ
う
。

　

あ
る
日
、新
し
い
機
関
車
が
駅
に

到
着
す
る
こ
と
を
知
っ
た
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
は
、製
造
番
号
を
確
認
し
に

行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、ど
う
し
て

も
都
合
で
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、弟
子
の
ス
ー
ク
に
代
わ
り
に

行
っ
て
も
ら
っ
た
が
、ス
ー
ク
は
も
と
も

と
機
関
車
に
詳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、

間
違
っ
た
番
号
を
書
い
て
き
て
し
ま

う
。そ
れ
を
見
た
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
は

カ
ン
カ
ン
に
怒
り
、娘
に
ま
で
文
句
を

言
っ
た
と
か
…
…
。ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

が
温
厚
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考

え
る
と
、な
ん
と
も
微
笑
ま
し
い
。

　

ほ
か
に
も
、「
本
物
の
機
関
車
が
手

に
入
る
な
ら
、今
ま
で
に
私
が
作
っ
た

す
べ
て
の
曲
と
交
換
し
て
も
か
ま
わ

な
い
」と
つ
ぶ
や
い
た
と
か
、ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
の〝
鉄
道
オ
タ
ク
〞エ
ピ
ソ
ー
ド

に
は
ど
こ
ま
で
本
当
か
怪
し
い
も
の

も
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、彼
が
鉄
道

好
き
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
、紛
れ
も

ク
ラ
シ
ッ
ク
界
初（
？
）の
、〝
鉄
道
オ
タ
ク
〞

な
い
事
実
で
あ
る
。

　

さ
て
、そ
ん
な
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
と

仲
が
良
か
っ
た
同
時
代
の
作
曲
家
に
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
い
る
。１
８
８
８

年
、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
プ
ラ
ハ
を
訪

れ
た
と
き
、ふ
た
り
は
初
め
て
顔
を
合

わ
せ
、意
気
投
合
。以
来
、互
い
の
才

能
を
認
め
合
い
、音
楽
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
し
合
う
関
係
に

な
っ
て
い
る
。そ
ん
な
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
意
外
な
一
面
に
つ
い
て
は
、ま

た
次
回
。

ドヴォルザーク

2015年にユネスコの世界遺産登録を目指す「明治日本の産業革命遺
産 九州・山口と関連地域」。前回に続き、その構成資産である「三
池炭鉱・三池港」の関連施設について紹介していきます。今月は「三
池炭鉱」の世界遺産としての価値、「三池炭鉱」の要となった「宮原坑」
についてみていきます。

一連の炭鉱産業景観を残す貴重な関連施設
　積極的な洋式採炭技術の導入によって国内一の出炭量
を誇り、明治日本の近代工業化を支えた三池炭鉱。去る
10月２日、ユネスコの諮問機関ICOMOS（イコモス＝国
際記念物遺跡会議）の調査員が大牟田市や荒尾市などを訪
れ、関連施設の調査を行いました。評価結果は2015年
５月頃にユネスコへ勧告されます。三池炭鉱・三池港の
関連施設は、「宮原坑」「万田坑」「専用鉄道敷跡」「三池港」。
これらの施設は良好な状態で現存、もしくは稼働してお
り、宮原坑や万田坑で採掘された石炭が、専用鉄道で三
池港まで輸送され、海外に向けて積み出されるという一
連の流れをはっきりと見ることができます。

国内最大の炭鉱を支えた主力坑「宮原坑」
　1889（明治22）年、三池炭鉱は明治政府から旧三井物
産に払い下げられました。官営時代の七浦坑などの主力
坑の排水難を解消するため、1895（明治28）年に着工さ
れたのが「宮原坑」です。第一竪坑は石炭を坑外に運び出
す揚炭作業や排水など、第二竪坑は人員昇降などに使用
されました。各竪坑には、坑内排水のためにデビーポン
プと呼ばれるイギリス製のポンプが２台ずつ備えられて
いました。大牟田市の世界遺産登録・文化財室の坂井義
哉さんは、「当時、世界最大級の揚水能力を誇ったデビー
ポンプの導入によって、より深い場所での採炭が可能に
なりました。排水を主な目的として造られた『宮原坑』で
すが、1908（明治41）年には三池炭鉱のなかで最大の出
炭量を誇るようになりました」と目を見張ります。しかし、
昭和恐慌により各炭鉱では経営合理化が進められ、さら
に1930（昭和５）年に囚人の坑内労働が禁止されると、三
池集治監（刑務所）の囚人労働をメインとしていた「宮原
坑」は1931（昭和６）年に閉坑しました。
　現在、第一竪坑は既に失われていますが、第二竪坑で
はデビーポンプ室の壁や国内最古の鋼鉄製の櫓、巻揚機
（ウインチ）などが無料公開されており、往年の様子を今
に伝えます。

　次号では、三池炭鉱のもうひとつの主力坑「万田坑」と、
石炭の輸送に利用された「専用鉄道敷跡」について紹介し
ます。

まん だ こうみやのはらこう せんようてつどうじきあと み いけこう

たてこう

ようたん

まきあげ き

しゅう じ かん

ななうらこう

❷❷

①宮原坑。現在残る第二竪坑の竣工は、
1901（明治34）年。櫓の高さは約22
ｍ、鉄骨造り。竪坑の深さは160ｍ。
厳しい労働から、囚人たちからは「修
羅坑」とも呼ばれていた。
②第二竪坑の排水管。直径45cm。
③巻揚機室内部には、巻揚機が２台設
置されている。

❸❸

❶❶

宮原坑跡
住  福岡県大牟田市宮原町1-86-3
見  建物内部は日曜・祝日の10：00～17：00のみ公開（無料）
問  0944-41-2515（大牟田市企画総務部 世界遺産登録・文化財室）
交  JR「大牟田」駅より西鉄バスに乗り、「早鐘眼鏡橋」で下車。徒歩10分
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開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

1/ 9（金） 12:30〜16:30 福岡市主催「福岡市合同会社説明会」
対象者／平成27年３月大学等卒業予定者および３年以内の
既卒者
参加企業／地元企業を中心とした約60社

入場無料
福岡市経済観光文化局
産業振興部就労支援課
☎092-711-4326

17（土） 13:00〜17:00 ナース専科　看護適職フェア 看護師・看護学生を対象とした合同就職説明会です。事前予
約不要・入場無料・履歴書不要・服装自由。

入場無料
ナース専科　看護適職フェア運営事務局
70120-979-500

25（日） 9:00〜16:40 第28回日本消化器内視鏡学会
九州セミナー 日本を代表する消化器内視鏡医による最前線のセミナー。

関係者のみ
第28回日本消化器内視鏡学会九州セミナー運営事務局

（（株）JTBビジネスサポート九州内）
☎092-751-3244

30（金） 13:30〜15:30 個人情報保護法に関する説明会 福岡県では、個人情報保護法について県民の皆さまの理解を
深めていただくため、説明会を消費者庁と共催します。

入場無料（事前申込・先着750名）
福岡県総務部 県民情報広報課 情報公開係
☎092-643-3104

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

1/ 4（日） 15:00
九州交響楽団
ニューイヤーコンサート2015
〜華麗なるウィンナ・ワルツの饗宴〜

＜J.シュトラウスⅡ世生誕190年＞
曲目／喜歌劇「こうもり」より“序曲”、“公爵様、貴方の様なお方は”
　　　ワルツ「美しく青きドナウ」　他

（詳細は、Ｐ７を参照）

A席：¥4,200　B席：¥3,100
学生席：¥1,100
九響チケットサービス
☎092-823-0101

7（水） 19:00〜21:00 ウィーン・ヨハン・シュトラウス管弦楽団
ニューイヤーコンサート

ウィンナ・ワルツ本家本元の楽団が、ウィーン情緒たっぷり
のワルツやポルカで新年の幕開けを華やかに彩ります。

S席：¥8,500　A席：¥7,500
B席：¥6,000　C席：¥5,000
ヨランダオフィス・チケットセンター
☎092-406-1771

9（金）
昼　14:00
夜　19:00

ハリウッド・フェスティバル・
オーケストラ

ハリウッド映画の名作・超大作のテーマ曲をクラシックでお
楽しみいただきます。本場アメリカからやって来る極上エン
タテイメント。

各回¥6,000（全席指定）
RKBミューズ
☎092-831-1919

10（土）〜12（月・祝） 10:00〜19:00
第48回ブラスフェスティバル
イン　ニューイヤー
福岡県シティバンドフェスティバル

小学生から社会人までの団体が、９分間の演奏の中で、クラ
シックやポピュラー音楽など幅広いジャンルの演奏を行い
ます。

当日券：¥1,000（全席自由）
福岡吹奏楽連盟
☎092-481-8251

16（金） 18:30〜21:00 横山幸雄ピアノ・リサイタル
ショパン、リスト、ベートーヴェンの３大作曲家を一夜で。
曲目／英雄ポロネーズ、ラ・カンパネラ
　　　ため息、熱情　他

S席：¥6,000　A席：¥4,500
エムアンドエム
☎092-751-8257

（平日10:00〜18:00）

17（土） 18:00〜19:30 九州市民大学第29期講座　１月講演会 講師／北村英治（ジャズクラリネット奏者）
テーマ／教わる事の幸せ

当日券：¥3,000
九州市民大学事務局
☎092-714-0066

18（日） 13:30〜15:30 岡幸二郎プレミアムコンサート
with九州交響楽団

デビュー25周年を迎えたミュージカルのトップスター岡幸二
郎がミュージカルの名曲を九州交響楽団とともに贈ります。

S席：¥10,800　A席：¥7,560
B席：¥5,400

（株）M.I.O.
☎096-288-6696

23（金） 18:30〜21:15 東日本大震災復興祈念
ヘンデル作曲　メサイア

「メサイアを歌おう会」は東日本大震災からの復興を祈念し、
今年もドイツからオーケストラを招いて第４回目の公演を
行います。

¥3,000（全席自由）
メサイアを歌おう会事務局
☎080-3991-1523
☎092-776-1973

24（土） 18:00〜21:00 九州大学男声合唱団コールアカデミー
第59回定期演奏会

昨年度、創立60周年を迎えたコールアカデミーの定期演奏会
です。男声による力強い歌声にご期待ください。

¥1,000（全席自由）
九州大学男声合唱団コールアカデミー
白濱脩太郎
☎080-6440-1018

25（日）
10:00
（予定） 2015　ニューイヤーコンサート

第27回九州・山口ジュニアピアノコンクールおよび、第６回
ドリカム・ピアノコンクールの本選入賞者、推薦者による演
奏会です。

入場無料
九州・山口音楽協会事務局
☎080-6412-2509
☎080-3978-1964

30（金） 19:00 辻井伸行withヴァシリー・ペトレンコ＆
ロイヤル・リヴァプール・フィル

曲目／ショスタコーヴィチ：祝典序曲、交響曲 第10番
　　　ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第３番
　　　　　　　　　  （ピアノ／辻井伸行）

S席：¥21,000　A席：¥18,000
B席：¥15,000　C席：¥12,000　D席：¥7,000
KBCチケットセンター
☎092-720-8717

31（土） 13:00〜15:00 第18期　九州文化塾（第９回）
菊地幸夫氏の講演。

「出会いの人生から学んだこと」
※講演の前にミニコンサートあり。

塾生のみ
九州文化塾
☎092-711-7536

※ マークは（公財）アクロス福岡主催・共催・協賛事業です。※ マークのチケットは、アクロス福岡チケットセンターにてお取り扱いをしています。
※このスケジュールは、2014年11月20日現在の情報です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。

※諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。

1F 福岡シンフォニーホール1F 福岡シンフォニーホール
世界一流のフルオーケストラから室内楽、コンクールや発表会、また学会や講演会など幅広くご利用いただけます。（1867席）

B2F イベントホール
各種展示会、コンサート、ファッションショー、講演会などさまざまな目的に対応可能な多機能空間としてご利用いただけます。（最大900席）

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

1/ 25（日）   9:00〜15:30 第16回博多リウマチセミナー テーマ／RA診療の基礎、RAのトピックス、症例検討、RAの臨床
¥1,000（関係者のみ）
参天製薬（株）九州リウマチ営業チーム
70120-310-106

4F 国際会議場
6カ国同時通訳ブース、120インチ透過スクリーンなどの設備が整い、国際会議はもちろん、学会、セミナーなどに幅広くご活用いただけます。

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

1/ 17（土） 14:00〜16:30 日本語ボランティアセミナー
「私たちの日本語教室を紹介します」

日本語ボランティアと学習者による教室紹介と情報交換を
行います。（ファシリテーター／神吉宇一）

無料（定員70名・要申込）
（公財）福岡県国際交流センター
☎092-725-9200

25（日） 14:00〜16:00 こくさいひろばカフェで世界一周
vol.25 南米編

「こくさいひろばカフェ」は、県内の学校などで活躍している
国際理解教育の外国人、日本人講師が、世界の生活や文化を
紹介します。今回は、南米出身の講師が登場します。

賛助会員：無料　一般：¥300
（定員50名程度・要申込）
（公財）福岡県国際交流センター
☎092-725-9200

お問い合わせ：（公財）福岡県国際交流センター
☎092-725-9200

3F こくさいひろば

2015.January 102015.January11

チケット
発売窓口

チケット好評発売中

■出演者、演奏曲目、曲順などが変更になる場合がございます。　■未就学児童のご入場はご遠慮ください。
■託児サービス（有料）ご希望の方は、0120-8000-29（テノ・コーポレーション）へお申し込みください。 
■0570で始まる番号は、一部携帯電話・PHS・IP電話からはご利用できません。

2015 （月）開演19：002.23
￥15,000GS席 ￥12,000S席 ￥9,000A席 ￥7,000B席 ￥5,000てれビー席

■ テレビ西日本 事業部  092-852-5507　http://www.tnc.co.jp/
■ アクロス福岡チケットセンター  092-725-9112
■ フジテレビダイレクト　http://fujitvdirect.jp/（パソコン･携帯）
■ チケットぴあ  0570-02-9999（Pコード240-744）  http://pia.jp/t/t-gc2015/（パソコン･携帯）
■ ローソンチケット  0570-084-008（Lコード：88420）  http://l-tike.com/t-gc（パソコン･携帯）
■ キョードー西日本  092-714-0159　■ e＋（イープラス）  http://eplus.jp/tg/（パソコン･携帯）



※ マークは（公財）アクロス福岡主催・共催・協賛事業です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。 ※ マークは（公財）アクロス福岡主催・共催・協賛事業です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

1/ 4（日） 17:30〜19:30 輝け！新春かくし芸・モモスタイントラ
全員集合！

momoiベリーダンススタジオ講師陣による、ベリーダンスを
主とした華やかな新春エンターテイメントショー。

¥3,000（全席自由）
momoiベリーダンススタジオ
☎092-401-1515

12（月・祝）
①13:00〜14:00
②15:00〜16:00

能楽堂へ行こう！
能楽入門講座2015プレイベント

「能楽」の基礎知識を楽しく学ぶ毎年好評の講座です。簡単な
体験や実演もありますので、お気軽にご参加ください。

入場無料
福岡県能楽普及実行委員会事務局
☎092-643-3382

18（日） 15:00〜17:00 第９回林田統一郎新春シャンソンショー
ピアノ／佐藤金之助　ヴァイオリン／村上ふみ
アコーディオン／いわつなおこ
曲目／愛の讃歌、ラ・ノヴィア
　　　アムステルダム、おお我が人生　他

¥3,000（全席自由）
ぐらんぱオフィス
☎090-7479-3648

25（日） 13:00〜14:30 次の世代につなぎたい　5R・フレンズと仲間
（花・友・夢）

・楽しんで学ぼう、みんなで考えるお話し会→（花・友・夢）
・会場遊歩→さまざまにデザイン制作した、新聞紙再利用の
花々を展示します。

¥300（要整理券・全席自由）
5R・フレンズ事務局　矢部
☎092-771-3941

27（火） 19:00〜20:30 アクロス福岡　オペラセミナー 講師／長野俊樹（福岡教育大学音楽教育講座教授）
テーマ／ヴェルディ：「ドン・カルロ」

入場無料（当日先着100名）
アクロス福岡チケットセンター
☎092-725-9112

28（水） 18:00〜20:00 放課後たがわ講座「田川まるごと発見!!」
第２回　「炭都・田川」の夜明け！「炭が出た出た、炭が出た！」

田川市郡８市町村と県が取り組んでいる「田川まるごと博物
館プロジェクト」の一企画。「炭坑の町・田川」のあなたの知ら
ない魅力がいっぱい。田川のとっておき、披露します！

入場無料
（一社）田川広域観光協会
☎0947-45-0700

31（土） 19:00〜21:00 ダン石田とニューブリッコ公演
昭和アイドル曲専門のビッグバンド。松田聖子のカバーをは
じめ70〜80年代の名曲を往時のままの生歌唱、生演奏で再
現！

¥1,000（全席自由）
ダン石田とニューブリッコ
☎090-7397-3615

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

1/ 8（木）

15（木）・22（木）
19:00〜21:30 イラストレーション・絵画教室 デッサンと絵具を使った授業が中心です。はじめての方も気

軽に始められます。仕事帰りに通える「夜の美術部」です。
受講生のみ	
YKアートコミューン　古賀
☎092-407-1701

9（金）   9:30〜12:00 野の花庭の花を描きましょう
身近な野の花庭の花を水彩で描きます。描いた花は持ち帰り
家でまた眺め楽しんでください。初心者でもゆっくりリズム
で描けますよ。

会員のみ　見学可（要連絡）
アトリエクレパス　鳥井
☎0940-52-4185

10（土） 14:30〜17:00
アクロス・お正月企画
第８回楽しく遊ぼう！かるた祭り
五色百人一首教室、手作りかるた教室

14:30〜 五色百人一首教室（入門編）
15:00〜 手作りかるた教室
16:00〜 五色百人一首教室（チャレンジ編）
※交流ギャラリー関連企画　（詳細は、Ｐ７・15を参照）

参加費無料（要事前申込）
アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

11（日）・18（日）

25（日）
10:00〜12:00 聖書研究会

内村鑑三の流れを汲む、82年の歴史ある無教会主義のキリス
ト教集会。日曜日午前、新約聖書と旧約聖書の学びを続けて
います。　（詳細は、福岡聖書研究会ホームページを参照）

入場無料（どなたでもどうぞ）
福岡聖書研究会　秀村
☎092-845-3634

13（火） 10:00〜12:00 和紙ちぎり絵
（全国和紙ちぎり絵サークル）

季節を感じながら、和紙で絵を描いています。絵ごころがな
いからと心配なさらずに、ぜひ一度見学にお越しください。

入場無料
全国和紙ちぎり絵サークル 認定講師 福間雅世
☎092-606-8441

14（水） 10:00〜12:00 和紙ちぎり絵教室
毎月一回開催。NHKの「趣味悠々」で紹介され絵ごころのない
人でも制作できる和紙ちぎり絵教室。生涯学習の仲間に入り
ませんか。

入場無料
筑紙会　柳田まさ子
☎092-511-1695

14（水） 13:30〜15:00 茶花教室 季節の野の花で、茶室の床の間から暮らしの空間まで広い範
囲の現代の茶花を楽しめます。

入場無料
五葉会
☎0952-23-3413

17（土）
①10:00〜12:00
②13:00〜15:00 草心流　野の花いけ花教室

草心流は、南阿蘇草心流野草園で育てた野の花をいけるいけ
花です。１月は、ネコヤナギやスイセンなどを使っていけ初
めの花点前をいたします。

体験可（要予約）・見学自由
草心流　板垣草人
☎0967-67-1988

22（木） 10:00〜16:00 日泉会／福岡友禅教室 友禅という伝統の技を今の生活に取り入れてみませんか。
あなたらしい染めを楽しみましょう。どなたにでもできます。

入場無料（会員のみ・見学可）
福岡友禅教室　事務局 渡辺
☎092-561-7820

31（土） 10:30〜13:00 英国国際教育研究所
講座説明会・公開講義

英国より所長が来日し公開講義を行います。日本語教師養成
課程・児童英語教師養成課程の講座説明会も実施。

入場無料
ICJ国際教育インフォメーションセンター・ジャパン

（IIEL英国国際教育研究所日本事務局）
☎03-6809-6241

1F 円形ホール
気軽に利用できる多目的スぺースとして、コンサート、演劇、展示会、講演会などのイベントに幅広くご利用いただけます。（標準100席）

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

1/4（日）〜7（水）
10:00〜17:00

（最終日16:00まで） 肥後の民工芸品展
熊本の工芸品振興を目的とし、肥後象がんや小代焼など熊本
の工芸品を集めた展示会です。当日、会場では工芸士による
実演もあり。

入場無料
くまもと工芸会館
☎096-358-5711

9（金）〜12（月・祝） 10:00〜18:00 アクロス・お正月企画
第８回楽しく遊ぼう！かるた祭り

初心者向けのかるた教室をはじめ、かるたに関連するさまざ
まな体験イベントや講座などを開催します。貴重な展示品も
お見逃しなく！
※セミナー室１関連企画　（詳細は、Ｐ７・15を参照）

入場無料
（参加型イベントは要事前申込）
アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

15（木）〜18（日）
10:00〜18:00

（最終日17:00まで） 上野焼協同組合作品展
上野焼は、日本三大茶人の一人である小堀遠州推奨の遠州七
窯として発達してきました。上品で色どり豊かな作品をお楽
しみください。

入場無料
上野焼協同組合
☎0947-28-5864

2F 交流ギャラリー
機能的な設備を備えた、地域文化活動支援のための施設で、学習・創作活動の発表や展示会などにご利用いただけます。（371㎡）

2F セミナー室１

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

1/ 10（土）
①13:00〜15:00
②15:30〜17:00

講座「よくわかる福岡の歴史」
（福岡の古代史と近代史）

①講師／丸山雍成「邪馬台国九州説の内部検証」
②講師／石瀧豊美「官兵衛、関ヶ原と別府市「石垣原の戦い」

会員：入場無料
一般：各回¥1,500（資料代）・入会金：¥2,000
NPO法人福岡歴史研究会　事務局 村上
☎092-523-1000

11（日） 13:00〜17:00 第10回日本女性科学者の会学術大会 テーマ／西日本からの発信；アピールしよう!今の自分を
幅広い科学技術分野の特別講演、一般講演が行われます。

入場無料
第10回日本女性科学者の会学術大会事務局

（長崎国際大学薬学部内）　小川
☎0956-20-5611

13（火） 14:00〜15:00 食育の推進実践セミナー 高齢者の食事について〜低栄養予防のポイント〜
講師／北九州小倉看護専門学校　非常勤講師 住吉育代

入場無料
（公社）福岡県栄養士会
☎092-631-1160

15（木）
①13:00〜14:30
②15:00〜16:30

県民ふるさと文化講座
①「福岡県名城ものがたり」
②「知の巨人たち」

①テーマ／田尻一族と鷹尾城（筑後十五城）
　講師／河村哲夫氏（福岡県文化団体連合会参与）
②テーマ／学識深く、懐深い、魅力あふれる儒者の鑑〔佐藤一斎〕
　講師／疋田啓佑氏（福岡女子大学名誉教授）

各回¥1,000（要事前申込）
福岡県文化団体連合会
☎092-643-2875

24（土） 14:00〜15:30
アクロス・文化学び塾
ウルトラ怪獣はアートか？
～芸術家 成田亨

とおる

の生涯

講師／山口洋三（福岡市美術館　主任学芸主事）
内容／ＴＶ番組「ウルトラＱ」「ウルトラマン」「ウルトラセブ
ン」に登場する宇宙人、怪獣などのデザインを手掛けた成田 
亨の生涯に迫ります。　（詳細は、Ｐ７を参照）

受講料：¥500（要事前申込・先着70名）
アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

29（木） 19:00〜21:30 イラストレーション・絵画教室 デッサンと絵具を使った授業が中心です。はじめての方も気
軽に始められます。仕事帰りに通える「夜の美術部」です。

受講生のみ	
YKアートコミューン　古賀
☎092-407-1701

2F セミナー室２
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お客様の声、アクロス福岡の声をお届けします。

アクロス
ボイス

ACROSのネーミングはAsian CrossRoads Over the Sea-Fukuoka（アジアのクロスロード福岡）を表しています。1月号（公財）アクロス福岡 情報誌

【編集発行】公益財団法人 アクロス福岡　情報広報グループ
〒810-0001 福岡市中央区天神1丁目1番1号
TEL： 092-725-9115　URL：http://www.acros.or.jp
【発行日】2014年12月1日
発行部数：30,000部／印刷：株式会社 西日本新聞印刷

※主催者の希望または、作成日の関係等によりここに掲載していないイベントもあります。

　また諸事情により掲載内容が変更になることがあります。ご了承ください。（2014年11月20日現在の情報です）

※情報誌「ACROS」並びに（公財）アクロス福岡に対する皆さまのご意見・ご要望をお寄せください。

ⓒ無断転載・複製を禁ず。

「第８回楽しく遊ぼう！かるた祭り」　参加者募集中！ 会期：１月９日（金）～12日（月・祝）

アクロス福岡の新春を告げる恒例のお正月企画「かるた祭り」。
今回も、たくさんの参加型イベントをご用意してみなさまのご
来場をお待ちいたしております。かるたの奥深さや魅力を、遊
びながら楽しく学んでみませんか？
※イベント詳細はＰ７または、アクロス福岡ホームページをご覧ください。

申込先

百人一首を使った遊び方教室

競技かるたをはじめ、坊主めくりなどのかるたの遊び方を分かり
やすく紹介します。

五色各予選・決勝トーナメントの勝ち抜き戦です。
対　象 福岡県内の小学生　各色32名

会　場 アクロス福岡交流ギャラリー（参加費無料・要事前申込）

時　間 （青）10:00～／（赤）11:00～
（黄）12:45～／（緑）13:45～／（オレンジ）14:45～

締　切 2014年12月25日（木）

トーナメント形式の勝ち抜き戦です。

時　間 １回戦 9:30～（受付9:00～）

対　象 初心者 ※競技かるた有段者、ならびにD級で初段を目指している方は
　参加できません

※前のイベントの状況により開始が遅れる場合があります

※諸事情により掲載内容が変更になることがあります。

※前のイベントの状況により開始が遅れる場合があります

締　切 2014年12月26日（金）

百人一首を美しく読むポイントを分かりやすく紹介します。
時　間 15:00～

時　間 ①10:00～ 有段者対戦見学（ルール説明付き）
②12:30～ ルール解説
③16:30～ 構え方、取り方指導と体験

時　間 13:00～

１月９日（金）

新春特別講座「かるたの歴史」

福岡県の三池地方（現在の大牟田市）で作られ始め、全国に広まった
「かるた」の歴史を紹介します。

時　間 11:00～（約60分）

講　師 岡部定一郎（九州かるた協会顧問）

１月９日（金）

TOSS五色百人一首 福岡県大会１月11日（日）

新春アクロス小学生百人一首かるた大会１月12日（月・祝）

百人一首競技かるた教室１月10日（土）

手作りかるた教室１月10日（土）

オリジナルかるたの制作体験教室です。
時　間 15:00～（セミナー室１）

五色百人一首教室１月10日（土）

オリジナルかるたの制作体験教室です。
時　間 ①14:30～（入門編）　②16:00～（チャレンジ編）

百人一首詠み方教室１月９日（金）

アクロス福岡文化観光情報ひろば　☎092-725-9100

申込先 水崎  akilions10@kfy.biglobe.ne.jp
＊学校名・学年・氏名（かな）・色・電話番号をご記入ください。

申込先 九州かるた協会  竹井  fwhp5397@nifty.com
＊学年・氏名（かな）・電話番号をご記入ください。

競技かるたの手順やルールを学びます。

会場 セミナー室１

会場 セミナー室１

※ マークは（公財）アクロス福岡主催・共催・協賛事業です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。

開催日 開催時間 催し物 内　　容 お問い合わせ

1/4（日）〜9（金）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 伝統工芸　博多おきあげ（押絵）羽子板展 繊細で優美な羽子板展です。羽子板をはじめ、色紙や短冊・屏
風などの作品を約70点展示します。

アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

10（土）〜18（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで）
第13回太宰府の香り・
風景写真コンテスト入賞作品展

太宰府の史跡と四季折々の美しい景観を背景としたフォト
コンテストの入賞作品を展示します。伝統行事や祭り、花な
どさまざまな太宰府の風景をご覧ください。

アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

15（木） 12:15〜13:00 フロアコンサート　vol.382
津軽三味線／森永基木
箏／みやざき都
曲目／黒田節、吉崎克彦：風三章　他

アクロス福岡チケットセンター
☎092-725-9112

19（月）〜26（月）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで）
「ごみ減量化・リサイクル」
ポスターコンクール入賞作品展

3Rの取組みを促進するため、福岡県内の学校に在籍する児
童・生徒を対象に実施したポスターコンクールの入賞作品を
展示します。

アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

27（火）〜2/2（月）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 福岡県海の子児童作品展 福岡県内の漁村地域に住む小学生を対象に、海を題材とした
図画と習字を募集し、特に優秀な作品48点を展示します。

アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

大型画面による映像を楽しみながら、人々が憩い語らう安らぎのフロアです。無料コンサートも開催されています。

1F コミュニケーションエリア 入場無料

開催日 開催時間 催し物 内　　容

1/5（月）〜11（日）
10:00〜18:00
（初日12:00から
最終日16:00まで）

きとゆ工房展～やきもの＆ぬのもの～

新春にふさわしい羊のオブジェが登場！丸みを帯びたフォルムで見ているだけでも癒
されます。布の染色から縫製までを手掛けた洋服や帽子は、身に着けると心が晴れやか
になります。焼き物と布物の心温まる作品をぜひご覧ください。
実演  コースターの手描き、型染めの実演
体験  コースターの手描き、型染めの体験　¥500

13（火）〜18（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 森山絣工房と仲間たち展

国指定重要無形文化財の久留米絣。日本伝統工芸展にて、父子で文部大臣賞、文部科学
大臣賞を受賞した作家が手掛ける作品の数々をお楽しみください。さらにガラス彫刻
や花織の作品も展示販売します。
実演  久留米絣の機織り実演
体験  久留米絣の機織り体験　無料

21（水）〜25（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 八女の伝統工芸品展「新春 新作展」

国指定の伝統的工芸品、八女福島仏壇、八女提灯をはじめ、県指定の伝統工芸、石とうろ
う、手すき和紙、和ごま、八女矢など数々の工芸品を展示販売します。新春にふさわしい
干支をモチーフにした作品も並びます。
実演  仏壇、提灯、石とうろうの制作実演
体験  仏壇制作工程、提灯の絵付け、手すき和紙、こまの絵付け体験　一部有料

26（月）〜2/1（日）
10:00〜18:00
（初日12:00から
最終日16:00まで）

博多人形 初節句とおとなの雛展
博多人形の有名作家が400年の伝統の技と新しい感性で創作した雛人形を展示販売。近
年は現代の様式に合わせ、季節を演出する装飾品として出し入れが簡単なようにコン
パクトなものが増えています。初節句のお祝いや贈り物として最適です！
実演  雛人形の絵付け実演

2F 匠ギャラリー 入場無料 お問い合わせ先：アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

福岡県を代表する伝統工芸品を展示し、企画展や製作実演などを通じて福岡の匠の技に触れることができます。

開催日 開催時間 催し物 内　　容

1/5（月）〜11（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 折り紙ワールド展
失われつつある日本の美しい四季折々の行事、風物、草花などを伝統文化である折り紙
で表現しました。作品30点を展示します。
体験  折り紙制作体験　無料

12（月・祝）〜18（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで）
ニッコールクラブ福岡支部
設立20周年記念写真展

福岡支部の設立20周年を記念した写真展です。風景、スナップ、祭りなど会員の力作を
31点展示します。

19（月）〜25（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 創作紙版画展 従来の木版画とは異なり、板に紙を貼り色を付けて和紙に刷りとる手軽な表現方法で、
老若男女を問わず楽しく制作しています。作品約25点を展示します。

26（月）〜2/1（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） ふるさとを詠む五行歌展 今年で設立11年目を迎え、現在200余名の会員を擁し、毎月各地で歌会を開くなど五行歌
の研鑚に励んでいます。それぞれの「ふるさと」を詠んだ五行歌作品を60点展示します。

2F ホワイエ 入場無料 お問い合わせ先：アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

絵画、写真、書、版画、工芸などの作品展を開催しているギャラリーコーナーです。
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